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法学入門〔新版〕

本書は 2005 年の初版刊行以降，数多くの読者に読まれて好評を得てきた法学入門の分野に
おける決定版を改訂したものです。今回の改訂では，初版の刊行以後に動きのあった最新の
法律や社会動向を取り入れました。とくに当時と現在では法科大学院の状況がかなり変わっ

ていますので，そのあたりは大幅に書き換えました。また現在，国で審議されている道徳教育の必修化
に対応すべく，実定道徳と批判道徳，共通道徳の項目を新たに創設しました。
　本書は法哲学の権威である先生が書かれたもので，通常の法律（法学）入門の本とはかなり違う切り
口・構成になっています。そのため，法律を初めて学ぶ方にとってはもちろんのこと，すでに法律を一
定程度学ばれた学生，法曹関係の方々にとっても非常に興味深く読めるものになっています。
　さらに，本書を参考に法教育を含めて法学教育に携わる方々にも配慮して，法というものを考えなが
ら学ぶ手がかりになりそうなテーマについて，やや専門的な問題・争点についても，できるだけ触れて
います。（ I ）
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法律を学ぼうとする方，学んでいる方，すでに習得している方，全ての方にとって有益な一冊です。
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